
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 給油後は、カートリッジタンクの口金を確実に閉める。 

カートリッジタンクに灯油を補給した後は、キャップの締付け等が 

完全にされているかを必ず確認し、石油ストーブにセットしてください。 

〇 給油をする際にはストーブを切る。 

給油をするときには、必ずストーブを切ってください。 

また、こぼれた灯油をそのままにしておくと、引火するおそれが 

あるので、すぐに拭き取ってください。 

〇 寝るときは、必ずストーブを切る。 

ストーブをつけたまま寝ると、寝返りをうったときなどにストーブに 

布団が接触し、燃え移るおそれがあります。 

〇 ストーブの近くに洗濯物などを干さない。 

ストーブの上部や周囲に洗濯物を干したり、紙類やスプレー缶を

置かないでください。気付かないうちに落下して衣類に燃え移った

り、引火や爆発の危険があります。 

気付かないうちにストーブに落下したり接触して 

これからの季節は、空気が乾燥し、火災が発生しやす

くなりますので、火の取扱いには十分注意しましょう。 


